
6かさま市議会だより

一般質問

平
成
19
年
度
に
実
施

さ
れ
る
市
民
税
の
一
律

６
％
課
税
に
つ
い
て

　

19
年
度
に
は
、
定
率
減

税
が
廃
止
さ
れ
、
世
帯
の

均
等
割
実
施
の
上
に
、
市
民
税
が
一
律

６
％
と
な
り
市
民
へ
の
負
担
増
に
な

る
。
所
得
２
０
０
万
円
以
下
の
人
は
、

３
％
が
６
％
と
倍
増
と
な
り
格
差
社

会
を
増
大
さ
せ
る
。
市
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
平
成

19
年
の
実
施
は
２
０
０
万
円
以
下
、

７
０
０
万
円
以
下
、
７
０
０
万
円
以

上
の
所
得
の
人
は
17
年
度
と
比
較
し

て
課
税
額
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た

こ
の
課
税
に
よ
り
市
税
収
の
総
額
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
伺
い
た
い
。

　

総
務
部
長

平
成
18
年
度
税
制
改
正
に

よ
る
税
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
、
広

報
を
十
分
に
し
て
い
き
た
い
。

　

所
得
で
２
０
０
万
円
以
下
は
、
一

律
６
％
さ
ら
に
県
民
税
を
合
わ
せ

10
％
に
な
る
。
ま
た
、
定
率
減
税
の

廃
止
に
よ
り
負
担
増
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
65
歳
以
上
の
人
へ
の
課
税
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
市

民
税
が
、か
か
っ
て
い
な
い
人
に
も
、

市
民
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
税
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

19
年
度
の
市
民
税
収
入
は
、
概

算
で
10
億
１
、
３
０
０
万
円
増

に
、
19
年
度
は
総
額
で
概
算

34
億
６
、０
０
０
万
円
と
な
る
。

イ
ノ
シ
シ
・
ハ
ク
ビ
シ

ン
対
策
に
つ
い
て

　

今
、
笠
間
市
内
で
、
畑

作
や
田
へ
の
イ
ノ
シ
シ
・

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
が
出
て
い
る
。

　

９
月
議
会
で
の
質
問
に
対
し
ハ
ク

ビ
シ
ン
の
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
被
害
実
態
を

把
握
し
た
貸
し
出
し
な
の
か
。
来
年

度
の
予
算
化
の
予
定
と
地
域
を
疲
弊

さ
せ
な
い
為
に
、
市
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。　

市
長

本
年
度
は
、
市
民
か
ら
の

被
害
届
に
よ
り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
を

延
べ
70
日
間
で
３
回
実
施
し
、
イ
ノ

シ
シ
31
頭
・
烏
１
１
８
羽
捕
獲
し
た
。

尚
、
17
年
度
は
、
狩
猟
期
間
に
お
い
て
、

笠
間
区
域
内
で
75
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を

捕
獲
し
た
。
19
年
度
も
茨
城
県
猟
友

会
笠
間
支
部
に
依
頼
し
、
農
作
物
に

対
す
る
被
害
防
止
対
策
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、仮
称
で
茨
城
・

栃
木
県
境
地
域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対

策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
広
域
的
な
有

害
鳥
獣
の
一
斉
捕
獲
の
実
施
や
鳥
獣

害
防
止
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
民
生
活
部
長

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
、
市

民
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
３
回
有
害
鳥

獣
捕
獲
を
実
施
し
た
。
ハ
ク
ビ
シ
ン

は
住
宅
周
辺
に
出
没
し
、
夜
間
行
動

す
る
た
め
主
に
わ
な
に
よ
る
捕
獲
を

行
っ
て
い
る
。
来
年
度
は
こ
の
わ
な

を
５
基
購
入
し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊

に
貸
し
出
し
捕
獲
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

産
業
経
済
部
長

広
域
的
連
携
の
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
、
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
類

の
生
態
や
発
生
状
況
等
の
情
報
を
共

有
し
、
効
果
的
な
防
止
策
を
講
じ
、
一

斉
駆
除
体
制
を
確
立
し
て
実
施
時
期

の
統
一
に
よ
り
頭
数
を
抑
制
し
た
い
。

　

市
民
へ
の
周
知
徹
底
も
十
分
に
認

識
し
て
お
り
、
広
域
連
携
を
と
り
な

が
ら
的
確
に
進
め
て
い
き
た
い
の
で

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」の

監
視
委
員
会
及
び
安
全
性

の
問
題
に
つ
い
て

　

監
視
委
員
会
発
足
当
初

は
、
委
員
か
ら
「
除
く
、

原
告
団
」
と
さ
れ
て
き
た
。「
ふ
じ

み
湖
裁
判
」
原
告
団
は
、
こ
の
件
に

つ
い
て
水
戸
法
務
局
に
人
権
救
済
の

申
し
立
て
を
昨
年
４
月
に
行
っ
た

が
、
そ
の
回
答
が
今
も
っ
て
な
い
た

め
、
裁
判
当
日
の
11
月
７
日
水
戸

法
務
局
と
話
合
い
を
行
っ
た
。
こ
の

案
件
は
社
会
的
に
重
大
な
影
響
が
あ

る
問
題
な
の
で
、
本
庁
の
人
権
擁
護

局
長
の
判
断
を
仰
い
で
い
る
の
で
回

答
が
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
市
か
ら
は
11
月
２
日
原

告
団
に
釈
明
し
た
い
と
申
し
入
れ
が

あ
り
11
月
７
日
に
、
市
は
原
告
団
に

今
後
不
適
切
な
表
現
は
し
な
い
、
迷

惑
を
か
け
た
の
で
撤
回
し
た
い
。
た

だ
、
文
言
を
取
り
除
く
の
み
で
、
原

告
が
求
め
て
き
た
人
権
の
回
復
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
笠
間
市
民
と
し
て

原
告
団
の
人
権
を
認
め
る
な
ら
ば
委

員
会
の
委
員
選
出
を
や
り
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

処
分
場
内
に
は
、
今
年
７
月
の
大

雨
以
来
、
11
月
現
在
、
大
量
の
水
が

貯
留
し
て
い
る
が
、
溢
出
水
の
処
理

能
力
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

焼
却
施
設
が
10
月
末
か
ら
２
炉
が

２
週
間
以
上
運
転
中
止
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
改
修
工
事
な
の
か
、
当

初
の
設
計
に
安
全
上
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
市
で
は
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ

た
か
伺
い
た
い
。

　

市
民
生
活
部
長

委
員
選
出
す
る
際
に
不
適

切
な
表
現
を
し
た
こ
と
に
ご
迷
惑
を

か
け
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
今
後
、

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
監
視
委

員
会
設
置
要
綱
に
基
づ
き
適
正
に
選

出
し
て
い
き
た
い
。

　

処
分
場
内
に
現
在
も
処
理
さ
れ
て

い
な
い
約
３
万
３
、０
０
０
ｔ
の
雨
水

は
、
浸
出
水
処
理
施
設
を
通
し
下
水

道
に
１
日
最
大
４
０
０
ｔ
と
い
う
下

水
道
と
の
排
水
協
定
に
基
づ
き
放
流

し
て
い
る
。
適
正
に
処
理
す
る
よ
う

に
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

溶
融
炉
停
止
の
件
で
す
が
、
年
１

回
法
定
点
検
と
定
期
点
検
が
あ
り
、

点
検
内
容
は
、
受
入
れ
供
給
設
備
・

燃
焼
設
備
・
焼
却
ガ
ス
冷
却
設
備
等

で
今
後
も
定
期
的
に
点
検
実
施
す
る

と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

鈴木貞夫議員

福原地区に設置されているイノシシの防護柵

市
民
税
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策

問答

問答

答答

問

答
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経
済
対
策
に
つ
い
て

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
と
は
、
市
内
の
業
者

が
仕
事
の
確
保
と
市
民
の
居
住
環
境

の
整
備
に
役
立
つ
事
業
と
し
て
全
国

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
市
民
が
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
時
、
市
内
の

業
者
を
使
う
こ
と
を
前
提
に
、
市
が

工
事
費
の
10
％
・
10
万
円
を
限
度
に

助
成
す
る
こ
と
で
、
業
者
も
潤
い
市

税
収
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
。
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
の
執
行
部
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

　

都
市
建
設
部
長

市
で
は
、
既
に
在
宅
の

高
齢
者
や
重
度
障
害
者
の
住
宅
・
設

備
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
助
成
制
度

を
設
け
て
い
る
。
一
般
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
は
、
県
内
の
一
部
自

治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、本
来
は
、

各
人
の
自
助
努
力
に
よ
り
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
補
助

対
象
を
広
げ
る
必
要
性
は
薄
い
と
考

え
て
お
り
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ

り
の
継
続
を

　

ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ

り
・
金
婚
式
・
市
民
運
動

会
・
友
部
マ
ラ
ソ
ン
・
七
五
三
な
ど

の
市
民
参
画
事
業
は
、
地
域
間
交
流

の
事
業
そ
の
も
の
で
あ
り
、
支
援
を

し
、
も
っ
と
積
極
的
に
行
え
る
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。　

産
業
経
済
部
長

今
年
度
は
、
笠
間
市
ふ
る

さ
と
友
部
ま
つ
り
と
し
て
盛
大
に
実

施
し
た
。
今
後
、
実
施
場
所
や
規
模

及
び
参
加
団
体
等
の
調
整
を
行
い
民

間
主
導
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
地

元
産
業
の
振
興
が
図
れ
る
よ
う
検
討

し
て
お
り
、
ご
理
解
、
ご
協
力
お
願

い
し
た
い
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

高
齢
者
福
祉
の
充
実
と

し
て
高
齢
夫
婦
や
独
居
老

人
へ
の
毎
日
型
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
や
障
害
者
の
自
立
に
対
す
る
市

独
自
の
支
援
策
、
ま
た
福
祉
バ
ス
の

運
行
を
全
域
に
広
げ
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
、障
害
者
・

高
齢
者
の
病
院
へ
の
通
院
が
大
変
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
病
院
へ
の

通
院
に
対
し
送
迎
す
る
事
業
を
市
と

し
て
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
見
解

を
伺
い
た
い
。

　

福
祉
事
務
所
長

障
害
者
自
立
支
援
法
が
本

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
市
の
障
害
福

祉
計
画
を
作
成
す
る
為
、
策
定
委
員

会
を
設
け
、
障
害
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

市
独
自
の
支
援
策
等
も
含
め
検
討
し

て
い
く
考
え
で
い
る
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
引
き
続
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
行
い
安

否
確
認
や
健
康
維
持
の
為
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
の
中

で
家
事
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
福
祉
の
充
実
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご

理
解
賜
り
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長

福
祉
バ
ス
の
運
行
拡
大
に

つ
い
て
は
、
市
バ
ス
検
討
委
員
会
で

多
面
的
に
、
そ
の
運
営
、
拡
大
あ
る

い
は
そ
の
方
法
、
財
源
的
に
ど
う
す

る
か
な
ど
課
題
を
整
理
し
て
具
体
的

な
内
容
を
関
係
機
関
や
各
課
と
検
討

が
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
市
立
病
院

へ
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
送
迎
実
施

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
立
病
院
の

今
後
の
あ
り
方
及
び
病
院
の
全
体
的

な
経
営
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
今
後
、
送
迎
の
実
施
に
つ

い
て
も
市
バ
ス
検
討
委
員
会
の
中
で

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
喜

び
を
身
に
つ
け
る
教
育

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

い
じ
め
の
問
題
は
、
笠

間
市
も
例
外
で
は
な
い
。

６
月
定
例
会
で
は
１
学
級
の
人
数
の

多
い
学
級
に
対
し
て
学
級
数
を
二
つ
に

分
け
て
少
人
数
で
指
導
で
き
る
よ
う

教
員
の
加
配
措
置
を
行
う
。
市
と
し
て

加
配
の
な
い
学
校
に
対
し
て
講
師
を

派
遣
し
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
来

年
度
予
算
で
加
配
講
師
の
増
員
を
予

定
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

友
部
中
・
友
部
２
中
で
は
、
立
志
の
船

と
し
て
北
海
道
へ
の
洋
上
研
修
宿
泊

学
習
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
合
併

を
機
会
に
他
の
中
学
校
に
も
広
げ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
な
る
の
か
。

　

教
育
長

国
は
、
現
行
の
１
学
級
の

学
級
編
成
の
基
準
人
数
を
40
人
と
し

て
い
る
が
、
１
学
級
の
人
数
が
35

人
以
上
に
な
る
複
数
学
級
が
あ
る
場

合
に
は
、
各
学
校
の
実
態
や
少
人
数

指
導
等
の
目
的
に
応
じ
て
二
つ
に
分

け
て
少
人
数
指
導
で
き
る
よ
う
に
県

か
ら
教
員
の
加
配
措
置
が
さ
れ
て
い

る
。
来
年
度
は
、
各
学
校
の
学
級
編

成
・
人
数
等
、
県
の
加
配
措
置
の
状

況
に
よ
り
県
と
の
調
整
で
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　

旧
友
部
町
の
中
学
校
で
実
施
し
て

い
た
洋
上
研
修
は
、
市
の
行
事
の
あ

り
方
と
し
て
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
来
年
度
か
ら
笠
間
市
と
し
て
実

施
し
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
７
月
６

日
・
７
日
に
旧
友
部
町
の
中
学
校
の

保
護
者
会
で
説
明
会
を
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、

今
、
各
学
校
が
、
教
育
目
標
や
育
て

た
い
児
童
生
徒
像
、
学
校
と
し
て
の

自
主
性
を
発
揮
し
て
豊
か
な
学
び
を

つ
く
り
だ
す
特
色
あ
る
教
育
活
動
推

進
の
た
め
の
事
業
を
、
仮
称
で
あ
る

が
、「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
」

等
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

友部中学校で行なわれた「ふるさと友部まつり」

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

横倉きん議員

問答問

答

問答

答問

答


